
観光立国実現は地方から推進を
本社テーマ　シリーズ

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
を
創
生

地
方
創
生
は「
国
の
責
務
」

地
域
は
実
情
に
即
し
基
本
計
画
を

日本創成会議　自然減と流出の両面から試算

「消滅可能性都市」を提言

若
年
女
性
の
出
生
率
が

人
口
維
持
で
か
ぎ
握
る

メ
ー
ン
エ
ン
ジ
ン
は
国
内
旅
行

「
立
国
」の
意
味
、改
め
て
考
え
る
と
き

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」で
地
域
観
光
の
期
待
膨
ら
む
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　観光立国の実現へ追い風となる「まち・ひと・しごと創
生」が始動した。地方創生を国と地方が一体で推進する体
制であり、観光による地域の活性化と観光立国がリンク
する。訪日観光客に焦点があてられがちだった観光立国
のイメージが一新され、全国に拡大することになる。ただ
し、地方創生では「バラマキ型」や「縦割り」の排除が強調
されており、地域の努力が問われる。背景となった少子高
齢化を含めて整理してみた。　　　　（編集委員・泉朝雄）

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」の
基
本
目
標
は
、

地
方
が
成
長
す
る
活
力
を
取

り
戻
し
、
人
口
減
少
を
克
服

す
る
こ
と
に
あ
る
。こ
れ
は
、

国
民
が
安
心
し
て
働
き
、
希

望
通
り
結
婚
し
て
子
育
て
を

で
き
、
将
来
に
夢
や
希
望
を

持
つ
こ
と
の
で
き
る
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
方
を
創
生
し
、
地

方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る

の
が
大
き
な
狙
い
。
あ
わ
せ

て
、
日
本
が
直
面
す
る
人
口

減
少
・
超
高
齢
化
の
危
機
的

現
実
を
直
視
し
、
景
気
回
復

の
実
感
な
ど
を
目
指
し
て
い

る
。

　
ま
た
、

年
後
に
１
億
人

程
度
の
人
口
を
維
持
す
る
た

め
に
、
「
人
口
減
少
克
服
・

地
方
創
生
」
の
構
造
的
な
課

題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の「
地
域
の
特
性
」

に
即
し
た
課
題
解
決
を
図

る
。
こ
の
た
め
、
①
若
い
世

代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て

の
希
望
の
実
現
と
人
口
減
少

を
克
服
す
る
た
め
の
社
会
経

済
環
境
の
実
現
②
地
方
か
ら

東
京
圏
へ
の
人
口
流
出
（
特

に
若
い
世
代
）
に
歯
止
め
を

か
け
て
「
東
京
一
極
集
中
」

を
解
消
③
地
域
の
特
性
に
即

し
た
地
域
課
題
の
解
決

な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
取
り
組
み
に
際

し
て
は
、
人
口
減
少
克
服
・

地
方
創
生
の
た
め
に
具
体
的

な
政
策
目
標
を
掲
げ
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
従
来
型
の
発

想
に
と
ら
わ
れ
ず
英
知
を
結

集
し
、
あ
ら
ゆ
る
効
果
的
な

政
策
手
段
を
総
動
員
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
縦
割
り
」
を
排
除
す
る

と
と
も
に
、
個
性
あ
ふ
れ
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

創
生
の
た
め
、
全
国
ど
こ
で

も
同
じ
枠
に
は
め
る
よ
う
な

手
法
は
採
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
方
自
治
体
等
が

主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

基
本
と
し
、
そ
の
活
気
あ
ふ

れ
る
発
意
を
く
み
上
げ
、
民

間
の
創
意
工
夫
を
応
援
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る

と

し
て
い
る
。

　
日
本
創
成
会
議
・
人
口
減

少
問
題
検
討
分
科
会
（
座
長

・
増
田
寛
也
元
総
務
相
）
が

今
年
５
月
８
日
に
発
表
し
た

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
の
提

言
は
、
日
本
の
１
８
０
０
市

区
町
村
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
。
人
口
の
減
少
が
こ
の

ま
ま
続
く
と
、
２
０
４
０
年

に
は
自
治
体
の
半
数
が
消
滅

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
同
会
議
で
は
「
成
長
を
続

け
る

世
紀
の
た
め
に
～
ス

ト
ッ
プ
少
子
化
・
地
方
元
気

戦
略
」
と
題
し
た
提
言
の
冒

頭
、
「
日
本
の
人
口
減
少
は

『
待
っ
た
な
し
』
の
状
態
に

あ
る
。
人
口
問
題
は
、
や
や

も
す
れ
ば
極
端
な
楽
観
論
と

悲
観
論
が
横
行
し
が
ち
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
根
拠
な
き

『
楽
観
論
』
で
対
応
す
る
の

は
危
険
で
あ
る
。
一
方
、

『
も
は
や
打
つ
手
が
な
い
』

と
い
う
よ
う
な
『
悲
観
論
』

に
立
っ
て
も
益
に
は
な
ら
な

い
。
困
難
で
は
あ
る
が
、
解

決
す
る
道
は
残
さ
れ
て
い

る
。
要
は
、
眼
前
に
迫
っ
て

い
る
『
不
都
合
な
真
実
』
と

も
言
う
べ
き
事
態
を
、
国
民

が
正
確
か
つ
冷
静
に
認
識
す

る
こ
と
か
ら
す
べ
て
は
始
ま

る
」
と
切
り
出
し
て
い
る
。

　
試
算
で
は
、
「
若
年
女
性

人
口
」
（

～

歳
）
に
よ

る
人
口
の
再
生
産
力
に
注
目

し
て
い
る
。
日
本
の

年
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・


で
、
こ
の
う
ち

％
が

～


歳
の
女
性
に
よ
る
。
し
た

が
っ
て
、
若
年
女
性
が

％

以
上
減
少
す
る
と
、
出
生
率

が
上
昇
し
て
も
人
口
の
維
持

は
困
難
と
な
る
。

　
そ
れ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
の
が
、
「
将
来
推
計

モ
デ
ル
」
（
上
図
＝
図
中
の

Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
合
計
特
殊
出
生

率
）
だ
。

　
モ
デ
ル
①
の
人
口
流
出
が

な
い
場
合
で
も
、

年
後
の

若
年
女
性
人
口
は
約
７
割
に

低
下
す
る
。
人
口
を
維
持
す

る
に
は
、
直
ち
に
出
生
率
が

２
程
度
に
な
る
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
モ
デ
ル
②
の
３

割
程
度
の
人
口
流
出
を
想
定

す
る
と
、

年
後
に
は
半
減

し
、
さ
ら
に

～

年
後
に

は
２
割
程
度
に
ま
で
低
下
し

て
し
ま
う
。
出
生
率
が
直
ち

に
２
程
度
に
上
が
っ
た
と
し

て
も
、
概
ね

年
後
は
約
６

割
、

～

年
後
に
は
４
割

程
度
に
ま
で
低
下
す
る
。
若

年
女
性
の
流
出
が
続
く
地
域

で
は
、
出
生
率
を
引
き
上
げ

て
も
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な

い
と
い
う
試
算
に
な
る
。
こ

れ
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」

と
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
解
決
へ
の
か
ぎ
の
一
つ

は
出
生
率
に
あ
る
。

　
た
だ
し
、
出
生
率
は
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

が
掲
げ
て
い
る
３
点
が
相
互

に
関
係
し
あ
っ
た
も
の
で
あ

り
、
ど
れ
が
欠
け
て
も
向
上

は
望
め
な
い
。

　
内
閣
府
に
よ
る
と
、
主
な

国
（
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
英
国
、
イ
タ

リ
ア
、
ド
イ
ツ
）
の

合
計
特
殊
出
生
率

は
、
１
９
６
０
年
代

ま
で
す
べ
て
の
国
で

２
・
０
以
上
の
水
準

だ
っ
た
が
、

年
か

ら

年
に
か
け
て
低

下
傾
向
と
な
っ
た
。

背
景
に
は
養
育
費
用

や
結
婚
・
出
産
の
価

値
観
の
変
化
、
避
妊

普
及
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
出
生
率
の
推
移

は
国
に
よ
っ
て
異
な
る
。
フ

ラ
ン
ス
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

は
、
一
時
１
・
６
台
に
低
下

し
た
も
の
の
、
直
近
で
は
フ

ラ
ン
ス
が
２
・

、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
が
１
・

に
回
復
し

て
い
る
。
要
因
は
、
経
済
的

支
援
や
保
育
・
育
児
休
業
制

度
な
ど
の
充
実
が
あ
る
。

　
日
本
で
も
、
若
い
世
代
の

就
労
・
結
婚
・
子
育
て
な
ど

の
社
会
経
済
環
境
の
充
実
、

地
方
の
人
口
流
出
阻
止
、
地

域
特
性
に
即
し
た
対
応
な
ど

が
喫
緊
の
課
題
な
の
は
間
違

い
な
い
。
た
だ
、
前
出
７
カ

国
の
中
で
人
口
１
億
人
超
は

ア
メ
リ
カ
と
日
本
だ
け
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の
７
割
弱
の
国
土

に
約
２
倍
の
人
間
が
住
む
日

本
で
は
、
こ
の
現
実
の
捉
え

方
も
課
題
と
言
え
そ
う
だ
。

　
■
消
滅
可
能
性
都
市
ラ
ン

キ
ン
グ
ワ
ー
ス
ト

　
２
０

１
０
年
か
ら

年
の
間
で


～

歳
の
女
性
人
口
の
減
少

率
が
大
き
い
順

　
安
倍
晋
三
首
相
は
、
９
月


日
に
召
集
し
た
臨
時
国
会

（

月

日
ま
で
の

日

間
）
を
「
地
方
創
生
国
会
」

と
位
置
づ
け
、
政
府
が
提
出

し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
案
」
（
地
方
創
生

基
本
法
案
）
の
審
議
に
入
っ

た
。
同
法
案
で
は
、
地
方
創

生
に
か
か
わ
る
政
策
の
策
定

を
「
国
の
責
務
」
と
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
各
地
方
自

治
体
に
も
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
基
本
計
画
を
定
め
る
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
」
の
設
置
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
９
月
３
日
以

降
、
地
方
創
生
と
観
光
を
結

び
つ
け
る
論
調
が
メ
デ
ィ
ア

の
中
で
目
立
ち
始
め
た
。
ま

た
、
運
用
面
で
「
バ
ラ
マ
キ

型
」
や
各
府
省
庁
の
「
縦
割

り
」
の
排
除
を
掲
げ
て
い
る

点
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
直
面

す
る
課
題
と
し
て
、
少
子
高

齢
社
会
の
到
来
や
東
京
一
極

集
中
な
ど
は
、
個
別
に
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
新
法
で
は
、

こ
れ
ら
が
横
断
的
か
つ
有
機

的
に
捉
え
ら
れ
、
し
か
も
そ

の
か
ぎ
と
し
て
「
地
域
」
に

焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
人
口
問
題
に
し

て
も
合
計
特
殊
出
生
率
（
１

人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子

供
の
平
均
数
）
に
よ
っ
て
、

人
口
の
自
然
増
減
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
す
る
ケ
ー
ス
が
大
半

だ
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
創

生
で
は
、
地
方
都
市
か
ら
東

京
へ
の
人
口
流
出
に
も
切
り

込
ん
で
い
る
。

　
地
方
創
生
で
は
、
①
地
方

へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る
②
地
方
に
し
ご
と
を

つ
く
り
、
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
に
す
る
③
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
④
時
代
に
合

っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心

な
く
ら
し
を
守
る
⑤
地
域
と

地
域
を
連
携
す
る

な
ど

で
課
題
解
決
を
目
指
す
。

　
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る

の
は
、
「
地
方
創
生
」
と

「
観
光
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
だ
。
観
光
関
連
事
業
者

だ
け
で
な
く
、
国
民
の
誰
も

が
納
得
で
き
る
日
本
の
目
指

す
べ
き
姿
が
、
そ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
「
観

光
立
国
」
で
も
あ
る
。

　
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
全

国
の
地
域
が
恩
恵
を
被
る
と

の
考
え
は
早
計
だ
。
チ
ャ
ン

ス
は
平
等
で
あ
っ
て
も
、
地

域
が
創
意
工
夫
を
ど
こ
ま
で

成
し
得
た
か
で
結
果
は
異
な

る
。
そ
れ
が
、
評
価
や
結
果

の
公
平
で
も
あ
る
。
ま
ず
、

地
域
の
特
性
を
見
極
め
て
、

独
自
の
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

生
み
出
す
こ
と
だ
。
か
つ
て

の
よ
う
な
「
陳
情
攻
勢
」
だ

け
で
済
む
時
代
で
は
な
い
。

　
地
方
創
生
基
本
法
に
よ
っ

て
観
光
立
国
へ
の
潮
流
は
、

地
方
を
巻
き
込
ん
だ
大
き
な

流
れ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
一
方
で
観
光
立
国
の

定
義
、
と
り
わ
け
地
方
と
観

光
立
国
の
関
係
を
明
確
に
し

て
い
く
必
要
性
も
一
段
と
強

く
な
っ
た
。
ま
ず
、
観
光
立

国
と
連
動
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

状
況
か
ら
捉
え
て
み
よ
う
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
と
今
年
８
月

の
訪
日
外
客
数
は
、
前
年
同

月
比

・
４
％
増
の
１
１
１

万
人
で
、
８
月
単
月
で
過
去

最
高
だ
っ
た

年
（

万
６

千
人
）
を

万
３
千
人
上
回

っ
た
。
３
月
か
ら
続
く
月
間

の
訪
日
外
客
数
１
０
０
万
人

超
は
６
カ
月
連
続
と
な
り
、

１
月
か
ら
の
累
計
も
前
年
同

期
比

・
８
％
増
の
８
６
３

万
８
千
人
と
な
っ
た
。
８
月

の
訪
日
外
客
数
と
出
国
日
本

人
数
の
合
計
は
２
８
９
万
８

千
人
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
か
れ
た
１
９
６
４
年

の
統
計
開
始
以
来
、
過
去
最

高
の
出
入
国
者
数
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
観
光
庁
が
今
年
５

月
に
発
表
し
た
観
光
統
計
・


年
の
旅
行
消
費
額
（
確
定

値
）
に
よ
る
と
、
注
目
点
と

し
て
次
の
３
点
を
掲
げ
て
い

る
。
①
旅
行
消
費
額
は

・

５
兆
円
。
こ
れ
ま
で
の
減
少

傾
向
が
６
年
ぶ
り
に
微
増
②

市
場
別
の
旅
行
消
費
額
は
、

訪
日
外
国
人
旅
行
な
ど
が
前

年
比

・
６
％
の
大
幅
増
③

旅
行
消
費
額

・
５
兆
円
の

生
産
波
及
効
果
は

・
７
兆

円
で
、
３
９
９
万
人
の
雇
用

誘
発
効
果
が
あ
る
と
推
計

な
ど
だ
。

　

年
の
旅
行
消
費
額
と
併

せ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
旅
行

消
費
額
の
推
移
（
上
図
表
）

は
、
市
場
全
体
で

年
の


兆
７
千
万
円
が
、
東
日
本
大

震
災
の
あ
っ
た

年
に
は


兆
４
千
万
円
に
ま
で
落
ち
込

み
、

年
に
微
増
へ
転
じ
た

姿
を
示
し
て
い
る
。

　
市
場
別
の
推
移
で
は
、
訪

日
外
国
人
旅
行
は

年
に
初

め
て
６
０
０
万
人
台
を
超
え

て
６
１
４
万
人
、
旅
行
消
費

額
は
１
兆
円
。

年
は
８
３

６
万
８
千
人
で
消
費
額
は
１

兆
３
千
億
円
、
人
数
ベ
ー
ス

で
対

年

％
増
、
消
費
額

で
同

％
増
だ
っ
た
。
総
消

費
額
に
占
め
る
割
合
は
、


年
が
全
体
の
３
・
４
％
、


年
は
５
・
８
％
に
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
年
間
１
千
万
人

を
超
え
た

年
（
１
０
３
６

万
人
）
の
旅
行
消
費
額
は
１

兆
４
億
円
だ
っ
た
（
観
光
白

書
、

年
６
月
）
。

　
訪
日
旅
行
者
の
実
数
の
増

加
は
、
観
光
立
国
実
現
へ
の

進
捗
度
を
計
る
好
材
料
な
の

は
確
か
だ
。
し
か
し
、
観
光

立
国
と
は
訪
日
外
客
や
出
国

日
本
人
の
数
だ
け
を
捉
え

て
、
そ
こ
か
ら
評
価
す
る
性

質
の
も
の
で
は
な
い
。

　
世
界
に
冠
た
る
観
光
立
国

の
フ
ラ
ン
ス
は
、
国
内
旅
行

者
数
も
圧
倒
的
に
多
く
、
バ

カ
ン
ス
を
謳
歌
す
る
国
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー

で
働
く
日
本
人
女
性（

歳
）

は
「
同
僚
は
旅
行
が
大
好
き

で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
フ
ラ

ン
ス
国
内
で
の
長
期
休
暇
で

す
。
私
は
日
本
人
な
の
で
対

象
外
な
の
で
し
ょ
う
が
、
旅

行
に
行
く
場
合
に
国
な
ど
の

優
遇
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
み
た

い
」
と
言
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
訪

日
旅
行
客

％
増
」
な
ど
の

数
字
は
、
劇
的
な
変
化
の
よ

う
な
印
象
を
与
え
る
。だ
が
、

全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
照
ら

せ
ば
ミ
ク
ロ
の
感
も
否
め
な

い
。
視
点
を
換
え
る
と
日
本

人
国
内
旅
行
者
の
動
静
が
、

当
然
な
が
ら
旅
行
全
体
の
状

況
を
左
右
す
る
最
大
の
フ
ァ

ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
、
旅

行
消
費
額
推
移
の
図
表
は
示

し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
同
時
に
「
観
光
立

国
」
の
捉
え
方
に
も
か
か
わ

っ
て
く
る
。
辞
書
的
に
解
釈

さ
れ
る
「
立
国
」
と
は
、

「
あ
る
基
本
的
な
方
針
の
も

と
に
、
国
を
発
展
・
繁
栄
さ

せ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
現
在

の
日
本
で
は
、
従
来
か
ら
の

工
業
立
国
や
貿
易
立
国
、
そ

し
て
観
光
立
国
の
ほ
か
に
経

産
省
の
文
化
産
業
立
国
、
文

科
省
の
文
化
芸
術
立
国
、
ス

ポ
ー
ツ
立
国
、
文
化
庁
の
文

化
立
国
な
ど
省
庁
が
「
国
を

発
展
・
繁
栄
さ
せ
る
立
国
」

を
競
い
合
っ
て
い
る
。

　
あ
る
い
は
技
術
立
国
、
科

学
技
術
創
造
立
国
、
知
的
財

産
立
国
、
世
紀
環
境
立
国
、

海
洋
立
国
、
人
材
立
国
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
立
国
な
ど
数

多
の
立
国
が
、
こ
れ
ま
で
に

標
榜
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
説
明
に
は
う
な
ず
け
る

領
分
が
あ
る
も
の
、
国
民
へ

の
浸
透
度
を
は
じ
め
、
理
解

や
支
持
な
ど
を
考
慮
す
る
と

「
立
国
」
と
呼
び
難
い
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
戦
後
日

本
の
義
務
教
育
で
は
、
日
本

を
概
ね
貿
易
立
国
（
加
工
貿

易
国
）
と
教
え
て
き
た
。
だ

が
、
経
済
的
な
視
点
で
捉
え

直
す
と
、
ど
の
時
代
に
も
当

て
は
め
難
い
。
貿
易
立
国
の

根
拠
の
一
つ
で
あ
る
貿
易
依

存
度
は
、
直
近
の
名
目
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
占
め

る
割
合
で

・
７
％
、
世
界

第
１
６
９
位
（
国
連
貿
易
開

発
会
議
、

年
）
。
先
進
工

業
国
の
な
か
で
は
、
貿
易
依

存
度
が
例
外
的
に
低
い
。


～

年
代
の
依
存
度
は
、
さ

ら
に
低
い
レ
ン
ジ
だ
。
工
業

に
よ
っ
て
発
展
し
た
の
は
確

か
だ
が
、
貿
易
よ
り
内
需
で

拡
大
し
た
と
考
え
る
方
が
妥

当
な
よ
う
だ
。

　
こ
れ
に
対
し
て
観
光
は
、


年
代
の
日
帰
り
旅
行
、


年
代
半
ば
以
降
の
宿
泊
旅
行

な
ど
、
国
民
が
国
内
旅
行
を

活
発
化
さ
せ
る
こ
と
で
着
実

に
発
展
し
て
き
た
。
観
光
旅

行
に
対
す
る
国
民
の
希
求
の

高
さ
が
、
い
つ
の
時
代
に
も

あ
っ
た
。

　
貿
易
立
国
と
観
光
立
国
の

違
い
は
、
語
弊
も
あ
る
が
、

優
等
生
と
日
陰
者
の
よ
う
な

立
場
の
違
い
と
も
言
わ
れ
て

き
た
。
高
度
成
長
期
の
日
本

に
あ
っ
て
「
観
光
を
陽
の
当

た
る
場
に
」
の
業
界
の
合
言

葉
も
、
そ
う
し
た
立
場
の
現

わ
れ
だ
っ
た
よ
う
だ
。
あ
る

い
は
、
建
前
と
し
て
の
勤
勉

な
国
民
性
、
逆
に
旅
の
恥
は

か
き
捨
て
と
ば
か
り
に
享
楽

好
き
な
本
音
の
違
い
も
、
そ

こ
に
は
見
え
隠
れ
す
る
。

　
だ
が
、
建
前
と
本
音
が
融

合
す
る
し
な
や
か
な
国
民
性

こ
そ
、
発
展
の
原
動
力
に
な

っ
て
き
た
の
も
事
実
だ
。
日

本
の
貿
易
黒
字
が
海
外
か
ら

批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た

と
き
に
、
外
貨
減
ら
し
で
海

外
旅
行
が
奨
励
さ
れ
た
。

「
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
計
画
」
も

そ
の
一
つ
だ
。
当
時
、
一
説

に
は
自
動
車
輸
出
で
得
た
利

益
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
、
海

外
旅
行
で
散
財
し
た
と
も
語

ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
建
前
も

本
音
も
な
く
、
構
図
と
し
て

観
光
を
発
展
さ
せ
て
き
た
国

民
性
が
発
揮
さ
れ
た
形
だ
。

換
言
す
れ
ば
、
観
光
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
、
貿
易
立
国
を

補
完
す
る
ほ
ど
の
パ
ワ
ー
を

秘
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
そ
う
し
た
観
点
か
ら
改
め

て
観
光
立
国
を
捉
え
る
と
、

内
需
に
支
え
ら
れ
て
き
た
観

光
こ
そ
が
、
こ
れ
ま
で
の
日

本
の
発
展
形
式
に
照
ら
し
た

時
、
「
国
を
発
展
・
繁
栄
さ

せ
る
立
国
」
に
ふ
さ
わ
し
い

産
業
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、

決
し
て
観
光
業
界
の
我
田
引

水
で
は
な
い
。
本
音
だ
け
で

な
く
、
建
前
と
し
て
前
面
に

出
し
て
も
憚
り
の
な
い
観
光

へ
、
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　
地
方
創
生
基
本
法
は
、
観

光
立
国
に
と
っ
て
ま
さ
に
追

い
風
と
な
る
。
だ
が
、
風
は

捕
え
な
け
れ
ば
吹
き
抜
け
て

し
ま
う
。
「
地
域
の
特
性
に

即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
」

は
、
地
域
活
性
化
と
イ
コ
ー

ル
の
関
係
と
見
な
せ
る
。
活

性
化
で
は
、
交
流
人
口
の
拡

大
が
欠
か
せ
な
い
。

　
そ
し
て
、
観
光
立
国
の
実

現
で
は
、
国
内
旅
行
が
推
進

の
メ
ー
ン
エ
ン
ジ
ン
、
国
際

旅
行
は
サ
ブ
エ
ン
ジ
ン
に
例

え
ら
れ
る
。
国
内
需
要
の
掘

り
起
こ
し
に
向
け
た
地
域
創

生
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
が
、

風
を
捉
え
る
第
一
歩
だ
。


